
◎各老人福祉センターでお祭り　■ふれあい荘（陽東２丁目）☎（663）3156 ▽日時　10 月16日（木）・
17日（金）、午前 10 時～午後３時■上河内老人福祉センター（松田新田町）☎（674）4003 ▽日時　10 月
18 日（土）、午前10時～午後２時■ことぶき会館（屋板町）☎（656）8792 ▽ 10 月18日（土）・19日（日）、
午前10時～午後３時■やすらぎ荘（宝木本町）☎（665）5284 ▽ 10月26日（日）・27日（月）、午前10時
～午後３時■内容　講座生の作品展示・発表会、各種イベント、模擬店など。

日
本
体
育
大
学

体
育
研
究
発
表
実
演
会

▽
日
時　
12
月
６
日（
土
）午
後

２
時
～
。
午
後
１
時
開
場
。

▽
会
場　
ブ
レ
ッ
ク
ス
ア
リ
ー

ナ
宇
都
宮
（
市
体
育
館
）。

▽
内
容　
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
、
体

操
競
技
、
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
、
陸

上
競
技
、
伝
統
芸
能
、
少
林
寺

拳
法
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
、
ダ
ン

ス
、
集
団
行
動
な
ど
の
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
ス
ポ
ー
ツ
演
技
。

▽
対
象　
市
内
に
在
住
か
通
勤

通
学
し
て
い
る
人
。

▽
定
員　
抽
選
１
０
０
０
人
。

▽
申
込　
往
復
は
が
き
の
往
信

に
、「
実
演
会
観
覧
希
望
」
と

明
記
し
、参
加
者
全
員
の
住
所・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
、

返
信
に
、代
表
者
の
郵
便
番
号・

住
所
・
氏
名
を
書
き
、
10
月
15

日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、

〒
321
‐
0954
元
今
泉
５
丁
目
６
―

18
、
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
☎

（
663
）１
６
１
１
へ
。

　
応
募
は
、
１
通
で
５
人
ま
で

申
し
込
み
可
。

宇
都
宮
ゆ
か
り
の
電
気
機
関
車

Ｅ
Ｆ
57
―
７
内
部
公
開

▽
日
時　
10
月
18
日（
土
）午
前

10
時
～
午
後
２
時
30
分
。

▽
会
場　
駅
東
公
園
（
元
今
泉

５
丁
目
）。

▽
内
容　
電
気
機
関
車
Ｅ
Ｆ
57

―
７
の
内
部
公
開
。
運
転
席
や

車
内
の
見
学
、
写
真
パ
ネ
ル
の

展
示
な
ど
。

▽
そ
の
他　
小
学
生
以
下
に
は
、

先
着
で
下
敷
き
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

（
無
く
な
り
次
第
終
了
）。

問
文
化
課
☎（
632
）２
７
６
６

16
ミ
リ
映
写
機
技
術
者

養
成
講
習
会（
資
格
取
得
）

こ
の
講
習
会

終
了
後
は
、
フ

ィ
ル
ム
・
映
写

機
な
ど
の
視
聴

覚
機
材
を
視
聴

覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
か
ら
無
料
で
借
り
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
に
利
用
で
き
ま
す
。

▽
日
時　
10
月
26
日（
日
）午
後

１
時
～
５
時
。

▽
会
場　
東
図
書
館
（
中
今
泉

３
丁
目
）。

▽
対
象　
市
内
に
在
住
か
通
勤

通
学
し
て
い
る
人
。

▽
定
員　
先
着
20
人
。

▽
申
込　
10
月
３
日
午
前
11
時

か
ら
、
電
話
で
、
視
聴
覚
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
☎（
638
）５
７
０
４
へ
。

飛
山
城
写
真
展
の
作
品
を

募
集
し
ま
す

　
12
月
６
日
～
平
成
27
年
１
月

18
日
に
、
と
び
や
ま
歴
史
体
験

館
で
展
示
す
る
写
真
を
募
集
し

ま
す
。

▽
題
材　
飛
山
城
史
跡
公
園
内

の
復
元
建
物
・
草
花
・
風
景
・

イ
ベ
ン
ト
風
景
や
、
施
設
周
辺

か
ら
見
た
富
士
山
な
ど
。

▽
規
格　
カ
ラ
ー
ま
た
は
白
黒

六
つ
切
り
か
、Ａ
４
の
単
写
真
。

自
宅
プ
リ
ン
タ
ー
の
使
用
可
。

▽
応
募
資
格　
県
内
在
住
の
人
。

▽
選
考
・
賞　
来
館
者
の
投
票

で
入
賞
作
品
を
決
定
。
入
賞
者

に
は
賞
状
と
副
賞
を
贈
呈
。

▽
申
込　
作
品
の
裏
面
に
、
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
作
品

タ
イ
ト
ル
・
コ
メ
ン
ト
を
書
い

た
応
募
用
紙
を
貼
り
、
12
月
２

日
（
必
着
）
ま
で
に
、
直
接
ま

た
は
送
付
で
、
〒
321
‐
3236
竹
下

町
380
―
１
、
と
び
や
ま
歴
史
体

験
館
へ
。
１
人
２
点
ま
で
応
募

可
。
応
募
作
品
の
返
却
不
可
。

▽
そ
の
他　
詳
し
く
は
、
と
び

や
ま
歴
史
体
験
館
、文
化
課（
市

役
所
12
階
）、
清
原

に
置
い

て
あ
る
応
募
要
項
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
と
び
や
ま
歴
史
体
験
館
☎（
667
）

９
４
０
０

お
知
ら
せ

生涯学習センターで成人向け講座
1中央  大谷石その文化と歴史　▽日時　11月 5・19
日、12月 3・17日、午後 1時 30分～ 3 時 30 分。全
４回▽内容　大谷の人車や大谷寺の磨崖仏などの、大
谷石の文化や歴史について学ぶ▽対象　市内に在住か
通勤通学している人▽定員　抽選40人▽申込　10 月
17日までに、直接またははがき・Ｅメール（講座名・
郵便番号・住所・氏名・ふりがな・年齢・電話番号・
性別を明記）で、〒 320‐0806 中央１丁目１－ 13、中
央 ☎（632）6331、 u47090100@city.utsunomiy
a.tochigi.jp へ。
2上河内  ふれあいパソコン教室　年賀状を作ろう　
▽日時　11月 8・15・22日、午後 1 時30分～ 3 時30分。
全３回▽内容　来年の年賀状の作り方、宛名の入力の
仕方を学ぶ▽対象　OS が V

ビ ス タ

ista 以降のパソコンを持参
できる、市内に在住か通勤している成人▽定員　抽選
20 人▽申込　直接またははがき（講座名・郵便番号・
住所・氏名・ふりがな・年齢・電話番号・パソコンの
ＯＳを明記）で、10 月 14 日（必着）までに、〒 320-0414
中里町 182 －１、上河内 ☎ （674）2233 へ。
3河内 市民運営講座「こころの体操講座」　▽日時　
① 11 月 10 日（月）② 12 月 1 日（月）、午前 10 時～
正午。全２回▽会場　①河内 （白沢町）②河内 （中
岡本町）▽内容　①「郷土の民話と白沢宿散策」と題し、
民話を聞いて宿の面影をたどりながら 3 キロメートル
歩く②「こころと体に優しい食の知恵」と題し、食材
と調理食品に潜む安全と危険について学ぶ▽対象　市
内在住の 20 歳以上の人▽定員　先着 30 人▽申込　10
月3日から、直接または電話で、河内 ☎ (673)0800へ。

文
化
・
教
養

ス
ポ
ー
ツ
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上
河
内
民
俗
資
料
館
で

秋
の
装
い
着
物
展
を

開
催
し
ま
す▽

日
時　
10
月

26
日
ま
で
、
午

前
９
時
～
午
後

５
時
。

▽
会
場　
上
河
内
民
俗
資
料
館

（
中
里
町
）。

▽
内
容　
江
戸
・
明
治
・
大
正
・

昭
和
初
期
に
か
け
て
愛
用
さ
れ

た
秋
物
の
着
物
の
展
示
。

問
上
河
内
民
俗
資
料
館
☎（
674
）

３
４
８
０

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

案
内
し
ま
す

篠
井
富
屋
連
峰
へ
登
ろ
う

▽
日
時　

11
月
９
日
（
日
）

午
前
９
時
40
分
～
午
後
２
時
30

分
。
午
前
９
時
30
分
集
合
。

▽
集
合
会
場　
子
ど
も
の
森
公

園
駐
車
場
（
篠
井
町
）。

▽
コ
ー
ス　
市
子
ど
も
の
森
公

園
～
本
山
・
飯
盛
山
分
岐
～
本

山
（
昼
食
）
男
山
～
市
子
ど
も

の
森
公
園
（
解
散
）。

▽
対
象　
市
内
在
住
か
通
勤
通

学
し
て
い
る
人
。

▽
定
員　
抽
選
20
名
。

▽
費
用　
100
円
（
保
険
料
）。

▽
申
込　
往
復
ハ
ガ
キ
の
往
信

に｢

篠
井
富
屋
連
峰
ハ
イ
キ
ン

グ
申
込｣

と
明
記
し
、
参
加
者

全
員
の
住
所
・
氏
名
・
ふ
り
が

な
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
、
返

信
に
、
代
表
者
の
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
を
書
き
、
10
月
15

日
（
必
着
）
ま
で
に
、〒
320‐8540

市
役
所
観
光
交
流
課
☎（
632
）２

４
３
７
へ
。

旧
篠
原
家
住
宅
で

各
種
催
し
を
開
催
し
ま
す

1
秋
の
夜
長
　
民
話
の
世
界
へ

▽
日
時　
10
月
３
日（
金
）午
後

６
時
開
演
。

▽
会
場　
旧
篠
原
家
住
宅
（
今

泉
１
丁
目
）。

▽
内
容　
野
州
か
た
り
の
会
に

よ
る
民
話
の
語
り
。
演
題
「
虔け

ん

十じ
ゅ
う

公こ
う

園え
ん

林り
ん

」「
七
男
太
郎
の
嫁
」

「
ハ
メ
リ
ン
の
笛
吹
き
男
」「
城
主

を
助
け
た
明
神
様
」「
歯
医
者

た
ち
の
地
獄
見
物
」
な
ど
。

▽
定
員　
先
着
60
人
。

▽
申
込　

10
月
２
日
ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
催
事

◎人材かがやきセンターで宮の朝活　▽日時　11 月７・14・21・28 日、午前６時～７時 30 分。全４回▽内
容　時事問題に関する講義、情報交換など▽対象　市内に在住か通勤通学している 20～40 代の人▽定員　
先着 40 人▽申込　直接または送付・電話・ファクス・Ｅメール（住所・氏名・ふりがな・年齢・電話番号・交
通手段を明記）で、10 月 31 日（必着）までに、〒320‐0806 中央 1 丁目‐1‐13 人材かがやきセンター☎（632）
6332、 （632）6336、  u4606@city.utsunomiya.tochigi.jp へ。

催
　
し

ヤングセミナー冬期受講生募集
▽開講曜日・セミナー名・期日など　下の表の通り
▽時間　①午後６時30分～８時30分②午後７時～
８時30分▽会場　青少年活動センター（今泉町）
▽対象　市内に在住か通勤通学している、高校生以
上 35 歳 未 満 の 人 ▽ 申 込　10 月 ７ 日 午 後 ７ 時 ～ ７
時15分に、青少年活動センターで整理券を１人１枚
配布。定員を超えた場合は、初めての人を優先（多
数の場合は抽選）。定員に満たない講座は翌日～
40歳未満の人も申し込み可▽その他　内容など、詳し
くは、青少年活動センター（トライ東）  http://www.
tochigiymca.org/try_east/ をご覧ください。
問青少年活動センター☎（663）3155
開講
曜日 セミナー名 期　間 回数 定員 費用

月
①我が家のお
せち料理と正
月のおつまみ

11 月17 日～
12 月15 日 ４回 20人 4,500 円

火 ②季節のフラワ
ーアレンジメント

10 月 21日～
12 月16 日 ４回 10人 9,500 円

①作新学院大学・作新学院大
学女子短期大学部（竹下町）
問☎ (667)7111

②帝京大学（豊郷台 1 丁目）
 問☎ (627)7111

③文星芸術大学・宇都宮文星
短期大学（上戸祭 4 丁目）
問大学＝☎(625)6888、短大＝(625)3737

★

　公開講座は、①未就学児と
保護者を対象に、木を組み合
わせて着色をする図画工作講
座②小学生と保護者を対象
に、体を動かして算数を実体
験する講座③小学 5・6 年生
と保護者を対象に、理論と実
技のサッカー教室を実施しま
す。

　10 月から、日常生活で役
立つ講座などを含めた 3 つ
の公開講座を無料で開講しま
す。
　また、情報系の通信教育課
程の学科、大学院を設置。通
学・通信制ともに科目等履修
生制度を設けています。

　大学では、小学生を対象に
体験講座「こども講座」を実
施しました。短大では、11
月から「愛」をテーマに多様
な学びを選択できる公開講座
を開講します。
　科目等履修生は、大学・短
大ともに一部の科目で受け入
れています。

④宇都宮短期大学 ( 下荒針
町 )
問☎ (648)2331

⑤宇都宮大学（峰町）
問☎ (649)5144

⑥放送大学栃木学習センター
（峰町・宇都宮大学内）
問☎ (632)0572

⑦宇都宮共和大学 ( 大通り 1
丁目 )
問☎ (650)6611

　コンサート活動、市民向け
の公開講座、高校への出前授
業、各界の有識者を招いての
公開講座、福祉従事者向けの
講座など、地域の文化や福祉
の向上に関する社会貢献活動
を通して、「人の心に感動と
安らぎを」の実現を目指して
います。

　「国際理解・外国語」「教養・
文化」「地域」に関する幅広
いテーマで公開講座を開設し
ています。
　また、選考の上、科目等履
修生を学部・大学院の特定の
科目で受け入れています。

　平成 26 年度より博士後期
課程を設置し、教養から高度
専門課程まで幅広く学修でき
ます。また、１科目から自由
に学べます。11 月 16 日（日）
午後 1 時～大講義室で「縮
退社会におけるまちづくりを
考える」と題した公開講座を
開催します。

　子ども生活学部では、｢地
域の特徴を生かした子育ち・
子育て支援｣ をテーマにした
公開講座を 10 月まで開催。
11 月のシティライフ学部の
大学祭「すみれ祭」では講演
会を開催します。また、科目
等履修生制度や出前講座もあ
ります｡

皆さんの学びを応援し
ます。開催時期や各種
手続きなど、詳しくは
各大学にお問い合わせ
ください。
問生涯学習課☎（632）
2648
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名
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
明
記
）
で
、
野
州
か
た
り
の

会
事
務
局
☎（
673
）４
３
１
２
・

（
625
）２
０
６
０
へ
。

▽
費
用　
大
人
100
円
・
小
中
学

生
50
円
（
入
館
料
）。

2
服
装
フ
ォ
ー
ラ
ム
宇
都
宮
の

展
示

▽
日
時　

10
月
15
～
19
日
、
午

前
９
時
～
午
後
３
時
。

▽
内
容　
服
装
フ
ォ
ー
ラ
ム
宇

都
宮
に
よ
る
、
シ
ャ
ツ
・
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
・
ワ
ン
ピ
ー
ス
な
ど
の

作
品
展
示
。

問
服
装
フ
ォ
ー
ラ
ム
宇
都
宮
☎

（
635
）８
７
３
３
、
旧
篠
原
家
住

宅
☎（
624
）２
２
０
０

3
薩
摩
琵
琶
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
と
手
仕
事
・
布
遊
び
作
品
展

▽
期
間　

10
月
24
～
26
・
28
・

29
日
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
は
10

月
24
日
午
後
２
時
～
２
時
40
分
。

▽
内
容　
森
山
遊ゆ

う

英え
い

さ
ん
（
薩

摩
琵
琶
）
に
よ
る
演
奏
と
、
遊

英
会
の
会
員
他
に
よ
る
、
布
ぞ

う
り
・
絵
・
布
袋
・
書
な
ど
の

手
仕
事
・
布
遊
び
作
品
展
示
。

▽
費
用　
大
人
100
円
・
小
中
学

生
50
円
（
入
館
料
）。

問
薩
摩
琵
琶
遊
英
会
事
務
局
☎

（
663
）１
３
６
８
、
旧
篠
原
家
住

宅
☎（
624
）２
２
０
０

お
じ
さ
ん
の
顔
が
空
に

浮
か
ぶ
日
公
開
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

▽
日
時　

10
月
12
日
（
日
）
午

後
３
時
～
５
時

▽
会
場　

 

下
野
新
聞
Ｎニ
ュ
ー
Ｅ
Ｗ

Ｓス 

Ｃカ
フ

ェ

Ａ
Ｆ
Ｅ 

２
階（
江
野
町
）。

▽
内
容　
「
現
代
芸
術
活
動
チ

ー
ム
目
」
と
作
品
コ
ン
セ
プ
ト

を
共
有
し
、
市
内
の
空
に
現
れ

る
「
お
じ
さ
ん
の
顔
」
作
品
の

鑑
賞
ス
ポ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
話

し
合
い
。

問
宇
都
宮
美
術
館
☎（
643
）０
１

０
０図

書
館
か
ら
地
域
へ

人
の
輪
を
ひ
ろ
げ
よ
う

南
と
し
ょ
か
ん
祭

▽
日
時　

11
月
16
日(

日)

午

前
10
時
～
午
後
３
時
30
分
。

▽
会
場　
南
図
書
館（
雀
宮
町
）。

▽
内
容　
歴
史
講
座
、
お
は
な

し
会
、
宇
工
ロ
ボ
ッ
ト
実
演
、

本
の
リ
サ
イ
ク
ル
市
、
ヤ
ク
ル

ト
健
康
講
座
、
倉
沢
大
樹
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
。

▽
申
込　
コ
ン
サ
ー
ト
の
観
覧

希
望
者
は
、
往
復
は
が
き
の
往

信
に
、
参
加
者
全
員
の
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
、
返
信
に

代
表
者
の
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
を
書
き
、
10
月
20
日(

消

印
有
効)

ま
で
に
、
〒
321

－

0121

雀
宮
町
56

－

１
、
南
図
書
館
☎

（
653
）７
６
０
９
へ
。

　
応
募
は
１
通
２
人
ま
で
。
定

員
は
抽
選
330
人
。

◎シティーホールふれあいコンサート　▽日時　10月16日（木）午後 0 時15分～▽会場　市役所１階市
民ホール▽内容　石井真由美さん（ソプラノ）、原口佐登子さん（ピアノ）によるソプラノ独唱コンサート。
問うつのみや文化創造財団☎（636）2125

各生涯学習センター秋の文化祭
■中央 （中央 1 丁目）☎（632）6331
▽期日　10月24～ 26日。
▽内容　ホール＝合唱・合奏・民舞・大正琴・フラ
ダンスなどの演芸発表会。ギャラリー＝絵画・書道・
写真・絵手紙・工芸などの作品展示。
■東 （中今泉 3 丁目）☎（638）5782
▽期日　10月25日（土）・26日（日）。
▽内容　絵画・書道などの作品展示、26日のみ合唱・
大正琴などのステージ発表。
■西 （西一の沢町）☎（648）7480
▽期日　11月 15日（土）・16 日（日）。
▽内容　工芸品・書道などの作品展、合唱・踊りな
どのサークル発表会、おはやし・お遊戯などの子ど
ものステージ、みんな d

デ
e ダンス、ビンゴ大会（景品

付き）、自転車シミュレーター体験、骨密度測定・健
康相談、模擬店、ハープコンサート、子どもアニメ
上映など。
■南 （江曽島 2 丁目）☎（645）0006
▽期日　10 月25日～ 11月16日。
▽会場　南  、緑が丘  （緑 3 丁目）、陽光  （緑 5
丁目）。
▽内容　絵画・書道・写真などの作品展、模擬店、合唱・
大正琴などの演芸会。
■上河内 （中里町）☎（674）2233
▽期日　10月25日（土）。
▽会場　上河内  、上河内体育館（中里町）。
▽内容　華道・パッチワーク・手編み・絵手紙・絵画・
写真・俳句や、幼稚園児・小中学生の作品展示、茶
席・絵手紙・パソコンなどの体験コーナー、カラオケ・
舞踊・ダンスなどの演芸発表会。
■河内 （中岡本町）☎ （673）0800
▽期日　11月 1 日（土）・２日（日）。
▽会場　河内 、河内体育館（中岡本町）。
▽内容　コーラス・民謡・カラオケ・楽器演奏など
の芸能音楽祭。書道・絵画・文芸・華道・園芸など
の一般作品、幼稚園児・小中学校児童生徒の作品展示。
茶席・体験教室・模擬店などの催事。
■各地区の文化祭期日
平石  （下平出町）☎（660）1964 ＝11月1日（土）・2
日（日）。清原  （清原工業団地）☎ （667）5696 ＝ 10
月25日（土）・26日（日）。横川  （屋板町）☎（656）
6452 ＝ 11月8日（土）・9日（日）。瑞穂野  （下桑島町）
☎（656）4250 ＝ 11月22日（土）・23日（日）。城山

 （大谷町）☎（652）4794 ＝ 11 月 1 日（土）・2 日
（日）。国本  （宝木本町）☎（665）2942 ＝ 11月
8 日（土）・9 日（日）。富屋  （徳次郎町）☎（665）
1663 ＝ 11月1日（土）・2日（日）。豊郷  （岩曽町）
☎（660）2340 ＝11月４～ 9 日。篠井  （下小池町）
☎（669）2515＝11月2日（日）午後のみ・3日（月・祝）。
姿川  （西川田町）☎（658）1594 ＝ 11月1日（土）・
2 日（日）。雀宮  （新富町）☎（654）1013 ＝ 11月
8 日（土）・9 日（日）。

文
化
・
教
養

ス
ポ
ー
ツ
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自
然
の
中
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

森
林
浴
ヨ
ガ
と
ラ
ン
チ

▽
日
時　
10
月
10
日（
金
）午
前

10
時
～
11
時
30
分
。
９
時
50
分

か
ら
受
け
付
け
。

▽
会
場　
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ

ー
ミ
ナ
ル
（
福
岡
町
）。

▽
内
容　
森
林
浴
ヨ
ガ
。

▽
定
員　
市
内
に
在
住
か
通
勤

通
学
し
て
い
る
18
歳
以
上
の
人
。

▽
定
員　
先
着
25
人
。

▽
費
用　

１
０
０
０
円
（
弁
当

代
・
講
師
料
）。

▽
申
込　
10
月
３
日
午
前
９
時

か
ら
、
電
話
で
、
市
サ
イ
ク
リ

ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
☎（
652
）４
４

９
７
へ
。

と
び
や
ま
歴
史
体
験
館
企
画
展

講
演
会　
百
人
一
首
ゆ
か
り
の

宇
都
宮
頼
綱
と
そ
の
時
代

▽
日
時　
11
月
２
日（
日
）午
後

１
時
30
分
～
３
時
。

▽
会
場　
と
び
や
ま
歴
史
体
験

館
（
竹
下
町
）。

▽
内
容　
文
化
課
職
員
に
よ
る
、

「
百
人
一
首
の
時
代
」と
題
し
た

講
演
会
。

▽
定
員　
先
着
50
人
。

▽
申
込　
10
月
３
日
午
前
９
時

か
ら
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

（
催
事
名
・
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
明
記
）
で
、
と
び
や
ま

歴
史
体
験
館
☎（
667
）９
４
０
０
、

（
667
）９
４
０
１
へ
。

五
輪
強
化
選
手
と
滑
る

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
教
室

を
開
催
し
ま
す

▽
日
時　

10
月

19
日
（
日
）正

午
～
午
後
３
時
。

▽
会
場　
市
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
（
城
南
３
丁
目
）。

▽
内
容　
斉
藤
仁
美
さ
ん
（
五

輪
強
化
選
手
）
に
よ
る
ス
ケ
ー

ト
指
導
と
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
。

▽
対
象　
市
内
に
在
住
か
、
通

勤
通
学
し
て
い
る
小
学
生
以
上

の
人
。

▽
定
員　
先
着
50
人
。

▽
申
込　
10
月
３
日
午
前
９
時

か
ら
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
、

市
ス
ケ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎（
655
）

６
８
１
７
へ
。

パ
ソ
コ
ン
で
作
る

年
賀
状
教
室

▽
日
時　

11
月
７
・
14
・
21
・

28
日
、
午
前
10
時
～
正
午
。
全

４
回
。

▽
会
場　
サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ

ー
ズ
（
屋
板
町
）。

▽
対
象　
パ
ソ
コ
ン
を
持
参
で

き
る
、
市
内
に
在
住
か
通
勤
通

学
し
て
い
る
16
歳
以
上
の
人
。

障
が
い
の
あ
る
人
優
先
。

▽
定
員　
先
着
10
人

▽
費
用　
１
５
０
０
円
程
度
（
テ

キ
ス
ト
代
）。

▽
申
込　
10
月
３
日
午
前
９
時

か
ら
、
直
接
ま
た
は
電
話
・
フ

ァ
ク
ス
（
氏
名
・
電
話
番
号
・

講
座
名
を
明
記
）
で
、
サ
ン
・

ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
☎
・
（
656
）

１
４
５
８
へ
。

◎土砂災害ハザードマップで危険箇所や避難場所を再確認　大規模な土砂災害により、各地で甚大な被害
が発生しています。本市では土砂災害の恐れのある区域や避難場所などの情報を掲載した「土砂災害ハザ
ードマップ」を作成しています。河川課（市役所 9 階 ) や各 ・ で配布している他、市 でも閲覧でき
ます。もしもの時に備えて、危険箇所や避難場所の確認などにお使いください。問河川課☎ (632)2686

教
室
・
講
座

各種スポーツ教室
▽教室名・内容・日時・会場など　下の表の通り。
▽申込　①～⑤往復はがきの往信に、教室名・住所・
氏名・ふりがな・年齢・電話番号・②は希望する回

（第２希望まで可）・③は貸しラケットの希望の有無・
①～④は託児希望の有無（有の場合は子どもの氏名・
ふりがな・生年月日）を、返信に、郵便番号・住所・
氏名を書き、10月10日（消印有効）までに、〒 321
‐0954 元今泉 5 丁目 6‐18、市スポーツ振興財団☎

（663）1611 へ。⑥⑦は 10 月３日午前 9 時から、直
接または電話で、市スポーツ振興財団へ。▽その他　
1 枚のはがきで複数人申し込み可。⑤～⑦は子ども
連れの参加は不可。

教室名 日時・会場 対象・定員・
費用など

①フラダン
ス教室

11 月 14・21・28 日、12
月 5・12日、午前 11 時～
午後 0 時 30 分。全 5 回
ブレックスアリーナ宇都
宮（元今泉５丁目・市体
育館）

一般女性
抽選 35人
2,500 円
託児あり

（2 歳 以 上 の
未就学児、託
児料2,000円）

②ピラティ
ス教室

11 月18・25 日、12 月 2・
9・16日、第３回＝午前
10時～午前11、第４回
＝午前11時30分～午後 
0 時30分。全 5 回
ブレックスアリーナ宇都
宮

一般
各抽選 40人
2,500 円
託児あり

（2 歳 以 上 の
未就学児、託
児料2,000円）

③バドミン
トン教室

11 月 19・21・26・28 日、
12 月 3・5・10・17 日、
午前 11 時～午後 0 時 30
分。全 8 回
ブレックスアリーナ宇都
宮

一般
抽選 30人
4,000 円
託児あり

（2 歳 以 上 の
未就学児、託
児料3,200円）

④ポルドブ
ラ教室

11 月 20・27 日、12 月 4・
11・18日、午前11時～正
午。全 5 回
ブレックスアリーナ宇都
宮

一般
抽選 30人
2,500 円
託児あり

（2 歳以上の
未就学児、託
児料2,000円）

⑤ヨガ教室

11 月 18・25 日、12 月 2・
9・16 日、午後 7 時～ 8
時、全 5 回
ブレックスアリーナ宇都
宮

一般
抽選 45人
2,500 円

⑥ノルディ
ックウオー
キング教室

11月5日（水）・26日（水）、
午後 1 時 30 分～ 3 時
駅東公園（元今泉５丁目）
周辺

一般
各先着 20人
500 円

⑦スポーツ
健康体力相
談

11月19日（水）・26日（水）、
A コース＝午前 10 時 30
分～正午、Bコース＝午後
1 時～午後 2 時 30 分
ブレックスアリーナ宇都
宮

一般
各先着 10 人
500 円
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鶴
田
町
に
あ
る「
野
口
雨
情
旧
居
」は
昔
か
ら
あ
る
の
？

　
も
と
も
と
は
、河
内
郡
姿
川
村
鶴
田
に
、昭
和
５
年
頃
に
建
て
ら
れ

た
住
宅
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
。野
口
雨
情
が
、昭
和
18
年
12
月
か
ら
20

年
1
月
に
亡
く
な
る
ま
で
、病
気
療
養
と
戦
火
を
避
け
て
移
り
住
ん

で
い
た
ん
だ
。

　
そ
う
な
ん
だ
。野
口
雨
情
っ
て
い
う
名
前
、ど
こ
か
で
聞
い
た
こ
と
あ

る
な
あ･･･

　「
七
つ
の
子
」「
赤
い
靴
」「
あ
の
町
こ
の
町
」な
ど
、今
も
歌
い
継
が
れ

る
多
く
の
名
作
を
残
し
た
人
で
、日
本
の
三
大
童
謡
詩
人
と
い
わ
れ
て

い
る
ん
だ
よ
。

　
そ
の
童
謡
知
っ
て
る
！
そ
ん
な
に
有
名
な

人
が
住
ん
で
い
た
ん
だ
。

　
木
造
平
屋
建
て
の
居
室
４
室
と
台
所
、浴

室
が
あ
る
昭
和
初
期
の
住
宅
建
築
で
あ
る

こ
と
と
、「
雨
情
旧
居
」の
名
で
親
し
ま
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、平
成
17
年
に
、国
の
登
録

有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
た
ん
だ
。　

　
と
て
も
貴
重
な
建
物
な
ん
だ
ね
。今
度
行

っ
て
み
よ
う
っ
と
。

◎俳歌柳壇　応募方法　１人に付き俳句３句、短歌３首、川柳３句以内。対象は市内在住の人で、未発表
作品に限ります。はがきに、作品・住所・氏名・ふりがな・応募する壇名を書き、毎月20日（消印有効）
までに、〒320-8540市役所広報広聴課へ。俳句・短歌・川柳の併記は不可。問広報広聴課☎（632）202837

ぜ
な

に
な

柳 壇 荒井宗明 選

洗
濯
機
三
度
回
し
て
夏
の
陣

●
池
上
町　
堂
前
登
喜
子

◎
選
評
　こ
の
世
が
、 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ジ
ャ
ン
グ
ル
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、 

酷
暑
だ
の
猛
暑
だ
の
と
、 

夏
の
呼
称
も
変

わ
っ
た
。 

気
温
も
毎
年
、 

高
値
更
新
で
あ
る
。 

そ
こ
で
酷
使
さ
れ
る
の
が
、 

洗
濯
機
、 

冷
蔵
庫
、 ク
ー
ラ
ー
の
家
電
用
品
で
、そ
の
悲

鳴
も
年
々
激
し
い
。 

ま
た
昔
話
に
な
る
が
、 

私
の
小
学
生
時
代
は
、 

宇
都
宮
の
メ
ー
ン
ス
ト
リ
ー
ト
も
砂
利
な
ら
、県
庁・市
役
所・ 

警
察
署
な
ど
の
主
な
建
物
も
木
造
だ
か
ら
熱
の
溜
ま
る
要
素
が
な
か
っ
た
。 

思
え
ば
、 

抵
抗
の
代
償
は
高
く
つ
く
も
の
で
あ
る
。 

ゴ
ミ
の
日
の
朝
寝
一
人
を
掃
き
残
し

古
賀
志
町　
天
貝　
久
子

蚊
が
飛
ん
で
男
五
尺
が
身
構
え
る

御
幸
町　
金
子　
高
子

犬
は
も
う
心
得
て
い
る
散
歩
道

上
横
田
町　
秦
野　
武
壽

遠
花
火
故
郷
の
空
と
し
て
眺
め

下
栗
町　
大
塚　
栄
子

「
野
口
雨
情
旧
居
」に

　
　  

　つ
い
て
教
え
て

お 

し

　
う
つ
の
み
や
に
ま
つ
わ
る「
は
て
な
」を
ミ
ヤ

リ
ー
と
友
だ
ち
の
ハ
ッ
ピ
が
紹
介
す
る
よ
。

と
も

し
ょ
う
か
い

う
つ
の
み
や

う
つ
の
み
や

今月は
野口雨情
旧居

こん

の ぐち う じょう

きゅう きょ

げつ

つ
る

た
ま
ち

む
か
し

か
わ

ち
ぐ
ん
す
が
た
が
わ
む
ら

じ
ゅ
う
た
く

し
ょ
う
わ

ね
ん
ご
ろ

た

び
ょ
う
き
り
ょ
う
よ
う

せ
ん
か

さ

う
つ

す

な
ま
え

な
な

こ

あ
か

く
つ

ま
ち

い
ま

う
た

つ

お
お

め
い
さ
く

の
こ

ひ
と

に
っ
ぽ
ん

さ
ん
だ
い
ど
う
よ
う
し
じ
ん

し

ゆ
う
め
い

も
く
ぞ
う
ひ
ら
や

た

き
ょ
し
つ

だ
い
ど
こ
ろ

よ
く

し
つ

し
ょ
き

け
ん
ち
く

し
た

く
に

と
う
ろ
く

け
い

ゆ
う

ぶ
ん
か

ざ
い

き
ち
ょ
う

た
て
も
の

こ
ん

ど

い

き

 歌 壇 安野登美子 選

卓
袱
台
に
立
ち
て
童
謡
歌
ひ
け
る
子
は

定
年
ぞ
わ
れ
も
老
い
た
り

●
豊
郷
台
２
丁
目　
三
友　
淸
史

◎
選
評
　初
句
の 「
卓
袱
台
」 が
時
代
を
感
じ
さ
せ
語
呂
も
懐
か
し
い
。 一首
の
テ
ー
マ
を
感
じ
さ
せ
る
歌
い
出
し
で
あ
る
。 「
卓
袱

台
」 に
立
っ
て
童
謡
を
歌
っ
た
子
が
今
や
定
年 「
定
年
ぞ
」 
の
強
意
が
、 

子
の
姿
の
二
重
写
し
と
な
る
。 「
わ
れ
も
老
い
た
り
」 

の
詠

嘆
が
、 

読
者
の
胸
に
沁
み
て
く
る一首
で
あ
る
。 

何
故
に
怒
る
か
宇
宙
の
神
々
よ
天
災

地
災
に
騒
き
給
ふ
な

中
戸
祭
１
丁
目　
新
井　
美
江

百
歳
を
お
ぼ
つ
か
な
く
も
過
ご
し
来

て
戦
中
戦
後
の
思
ひ
で
あ
ら
た

鶴
田
３
丁
目　
間
庭　
ツ
ル

朝
ま
だ
き
庭
に
下
り
い
で
け
ふ
も
ま

た
生
ひ
茂
る
草
に
戦
ひ
挑
む

戸
祭
２
丁
目　
林　
　
佳
子

た
な
ば
た
の
夜
空
に
う
か
ぶ
星
空
に

今
年
の
願
い
家
族
と
と
も
に

陽
光
小　
塩
沢　
采
初

文
化
・
教
養

ス
ポ

ツ

俳 壇 星田一草 選

誰
彼
の
消
息
に
触
れ
盆
休
み

●
泉
が
丘
７
丁
目　
石
井　
温
平

◎
選
評
　盆
休
み
は
お
盆
の
時
期
の
休
暇
。 

故
郷
に
帰
る
人
も
あ
ろ
う
。 

生
家
に
同
胞
の
集
う
時
で
あ
る
。 

幼
少
の

頃
親
し
ん
だ
人
た
ち
の
消
息
を
知
る
こ
と
は
自
分
の
過
去
を
回
想
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。茶
の
間
で
の
ひ
と
と
き
話
は

尽
き
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

か
な
か
な
も
加
は
る
野
外
コ
ン
サ
ー
ト

野
沢
町　
渡
辺　
明
広

隣
家
に
落
ち
し
木
槿
を
詫
び
に
け
り

氷
室
町　
湯
沢　
く
に

ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
人
垣
ゆ
す
る
夏
休
み

緑
２
丁
目　
片
嶋　
青
水

七
夕
で
か
な
え
て
や
る
ぞ
ぼ
く
の
夢

横
川
中
央
小　
大
関　
涼
太

ち
ゃ
ぶ
だ
い

し

ハッピハッピハッピ ミヤリーミヤリーミヤリーミヤリー

ミヤリーマークは
ジュニアの句・首です。




